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［特集1］ 

「仕事に強い芝浦工業大学」
の就職力





(表紙)
AGHクラクフ大学の合唱団

AGHクラクフ大学との協定締結20周年！！

AGHクラクフ大学にて協定締結20周年を祝う式典が執り行われまし
た。式典に先立って、クラクフの合唱団によるパフォーマンスが披露
されました。2024年11月5日には、本学でも祝賀式典を執り行います。
本件の詳細は18ページをご覧ください。
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過去�年間の就職率
（学部・大学院の合計）
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有名���社への就職率の推移
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過
去
最
高
水
準
の
就
職
実
績
を
記
録
。

学
部
生
女
子
は
就
職
率
1
0
0
％
!!

2
0
2
3
年
度
卒
業
生
の
就
職
実
績
で
は
、「
就

職
率
99.3
％
」
と
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
特
に

女
子
学
生
の
実
績
は
と
り
わ
け
高
く
、
学
部
生
で
は

就
職
率
1
0
0
％
を
達
成
し
ま
し
た
。「
有
名
企
業

4
0
0
社
へ
の
実
就
職
率
」
に
つ
い
て
も
過
去
最
高

の
36.1
％
に
達
し
、
最
新
の
「
有
名
企
業
4
0
0
社
実

就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
も
前
年
か
ら
1
ラ

ン
ク
躍
進
し
、
国
公
立
を
含
む
全
国
11
位
（
私
立
大

学
５
位
）
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制

か
ね
て
よ
り
「
就
職
力
」
は
本
学
の
代
名
詞
と
言

え
る
強
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
2
0
2
1
年
度
ま

で
の
就
職
率
は
97
％
程
度
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

特 集  1
「
仕
事
に
強
い
芝
浦
工
業
大
学
」の
就
職
力

2
0
2
4
年
6
月
5
日
、『
日
経
キ
ャ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
特
別
編
集 

価
値
あ
る
大
学 

就
職
力
ラ
ン
キ

ン
グ
2
0
2
4-

2
0
2
5
』
が
刊
行
さ
れ
、
企
業
の
人
事
担
当
者
が
採
用
し
た
社
員
か
ら
得
た

印
象
を
基
に
選
ぶ
『「
就
職
力
」
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
』
に
て
本
学
が
全
国
私
大
1
位
（
全
体
10
位
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
仕
事
に
強
い
芝
浦
工
業
大
学
」、
そ
の
就
職
力
の
実
績
や
そ
れ
を
生
み
出
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

キャリアサポート課の面談の様子
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キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

企
業
・
公
務
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

個
別
相
談
体
制
を
大
幅
強
化
!!

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
入
学
時
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
テ
ス
ト
に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
診
断
か
ら
始

ま
り
、
自
身
の
強
み
・
弱
み
を
把
握
し
ま
す
。
学
生

��
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���
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���
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���

���

多彩な就活イベントの実施件数

������������ （年度）

（件）

「
過
去
3
年
間
の
就
職
率
」
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
直
近

2
年
間
で
就
職
率
が
2
ポ
イ
ン
ト
近
く
急
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
、
企
業
の
採
用
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
就
職
求

人
市
場
と
り
わ
け
理
系
人
材
の
売
り
手
市
場
が
現
在
ま

で
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
左
記
の

よ
う
な
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
が

1
0
0
％
近
い
就
職
率
を
支
え
て
い
ま
す
。

生
活
で
は
自
身
が
所
属
す
る
課
程
・
学
科
な
ど
の
教

育
課
程
に
並
行
し
て
1
年
次
か
ら
企
業
の
工
場
見
学

会
な
ど
の
多
彩
な
就
活
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開
催

し
、
大
学
で
学
ぶ
知
識
や
技
術
が
企
業
で
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
就
職
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
を
早
期
に
意
識
付
け
し
ま
す
。

大
学
独
自
の
就
活
支
援
シ
ス
テ
ム
「
C
A
S
T
」

で
は
、
求
人
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
就
活
イ
ベ
ン

ト
、
各
企
業
の
採
用
実
績
、
先
輩
た
ち
の
選
考
体
験

談
な
ど
を
集
約
し
、
就
職
活
動
を
情
報
面
で
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
個
別
相
談
制
度
で
、
課
程
・
学
科

ご
と
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
を
持
っ
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

●	 企業見学などの魅力的な
	 就活イベントを多数開催
●	 独自の就活支援システム
	 「CAST」を用いた
	 就活情報支援
●	 土日祝日・昼夜問わず	
	 いつでも個別相談できる
	 体制の強化

主なキャリアサポートの
取り組み

特 集 1   「 仕 事に強い芝 浦 工 業 大 学 」の就 職 力

学生による企業訪問ミーティングの様子

・データは、各大学発表による2024年の就職状況（7月28日現在）。	 	
・実就職率（％）は、400社への就職者数÷〔卒業生（修了者）数－大学院進学者数〕×100で算出。
芝浦工大…577人÷（2,477人－880人）×100＝36.1（％）	 	 	
・大学名横の＊印は大学院修了者を含むことを表す。	 	 	
・大学や年により、一部の学部・研究科を含まない場合がある。	 	
・有名企業400社は、日経平均株価指数の採用銘柄や会社規模、知名度、大学生の人気企業	
ランキングなどを参考に選定。	 	 	

順位 分類 大学名 実就職
率（％）

1位 私 豊田工業大学＊ 54.2 

2位 国 東京工業大学＊ 48.6 

3位 国 一橋大学 48.2 

4位 国 名古屋工業大学＊ 46.7 

5位 私 東京理科大学＊ 44.0 

6位 私 慶應義塾大学＊ 43.9 

順位 分類 大学名 実就職
率（％）

7位 国 電気通信大学＊ 43.0 

8位 国 九州工業大学＊ 37.1 

9位 私 早稲田大学＊ 36.7 

10位 国 大阪大学＊ 36.2 

11位 私 芝浦工業大学＊ 36.1 

2024年有名企業400社実就職率ランキング
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卒業年度下半期での内定者数
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大学院進学率の推移

��������������������

（％）
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（年度）

ト
課
ス
タ
ッ
フ
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
求

人
紹
介
の
他
、
多
数
の
面
談
実
施
、
各
選
考
対
策
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
内
定
を
獲
得
す
る
ま
で
学
生
と
伴
走
し

ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
会
で
あ
る
校
友
会
か
ら
も
強

力
な
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
最
後
ま
で
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
活
動
が
他
大
学
と
の
差
別
化
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

大
学
院
進
学
率
も
過
去
最
高
!!

こ
れ
ま
で
「
芝
浦
工
大
の
就
職
の
強
さ
」
は
、
特

に
学
部
卒
で
も
大
企
業
に
強
い
実
績
が
あ
り
、
大
学

院
進
学
率
は
30
％
前
後
を
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
各
学
部
の
教
育
課
程
の
改
革
や
グ
ロ
ー
バ
ル

思
考
の
推
進
・
研
究
力
強
化
の
取
り
組
み
が
浸
透
し
、

学
生
の
研
究
意
欲
の
高
ま
り
と
と
も
に
大
学
院
進
学

率
で
も
右
肩
上
が
り
の
実
績
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

「
採
用
を
増
や
し
た
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

全
国
第
2
位

こ
の
よ
う
に
大
学
の
取
り
組
み
と
と
も
に
着
実
に

実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
本
学
の
就
職
実
績
で
す
が
、

学
外
か
ら
の
評
価
と
し
て
も
、
6
月
5
日
に
刊
行
さ

れ
た
『
日
経
キ
ャ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
特
別
編
集 

価
値
あ

る
大
学 

就
職
力
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
4-

2
0
2
5
』

で
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
全
国
私
大
1
位
（
全

に
加
え
て
、
本
学
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
企
業
や
自

治
体
の
採
用
・
役
員
経
験
者
に
よ
る
相
談
枠
を
設
け
、

土
日
祝
日
も
含
め
て
早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
書
類
添
削

や
面
接
練
習
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
、
着
実
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
一
押
し

ま
た
、
近
年
の
躍
進
の
背
景
に
は
卒
業
・
修
了
間
際

ま
で
行
わ
れ
る
強
力
な
就
職
支
援
が
あ
り
ま
す
。
9
割

以
上
の
学
生
が
卒
業
年
度
の
上
半
期
に
内
定
を
得
る
一

方
で
、「
卒
業
年
度
下
半
期
で
の
内
定
者
数
」
の
グ
ラ

フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
決
し
て
少
な
く
な
い
一
定
数
の

学
生
は
下
半
期
に
内
定
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
本
学
で
は
未
内
定
者
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

����

����

����

�

����

����

����

����

����

����

����

����

����

学生の個別相談件数

������������ （年度）

（件）

6



※出典：日経HR『日経キャリアマガジン特別編集 価値ある大学 就職力ランキング2024-2025』

工場見学会の様子

本
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
お
よ

び
日
経
H
R
が
5
1
4
1
社
（
全
上
場
企
業
お

よ
び
一
部
有
力
未
上
場
企
業
含
む
）を
対
象
に
企

業
の
人
事
担
当
者
か
ら
見
た
大
学
の
印
象
調
査

を
実
施
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

『
日
経
キ
ャ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
特
別
編
集 

価
値
あ
る
大
学 

就
職
力
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
4

-
2
0
2
5
』

順位 分類 大学名 総合	
得点

側面①
行動力

側面②
対人力

側面③
知力・学力

側面④
独創性

1位 国 京都大学 32.48 7.96 7.74 8.76 8.02

2位 国 九州大学 32.26 8.07 8.16 8.45 7.58

3位 国 筑波大学 32.13 8.14 8.02 8.53 7.44

4位 国 北海道大学 31.85 7.96 7.78 8.55 7.56

5位 国 神戸大学 31.66 7.99 7.76 8.40 7.51

6位 国 名古屋大学 31.26 7.76 7.76 8.20 7.54

7位 国 東京工業大学 31.23 7.84 7.58 8.47 7.34

8位 公 大阪公立大学 31.16 8.07 7.91 7.89 7.29

9位 国 東北大学 31.02 7.86 7.66 8.26 7.24

10位 私 芝浦工業大学 30.99 7.84 7.72 7.87 7.56

順位 分類 大学名

1位 国 東京工業大学

2位 私 芝浦工業大学
3位 国 名古屋大学
4位 私 千葉工業大学
5位 私 愛知工業大学
6位 私 工学院大学
7位 国 信州大学
8位 私 東京電機大学
9位 私 関東学院大学
10位 私 金沢工業大学

「就職力」総合ランキング※ 採用を増やしたい大学ランキング※

順位 分類 大学名 総合	
得点

取り組み
授業	
改善

留学生	
支援

学習	
環境

グローバル
教育

すぐれた	
研究

就職	
支援

地域	
活性化

1位 国 筑波大学 56.60 8.56 8.24 8.05 7.91 8.75 7.39 7.70 

2位 国 京都大学 55.68 8.05 8.10 8.16 7.77 8.99 7.22 7.39 

3位 私 芝浦工業大学 55.33 8.29 7.57 8.07 7.43 8.06 8.28 7.63 

4位 国 神戸大学 54.90 8.12 8.05 7.71 7.85 8.42 7.36 7.39 

5位 国 北海道大学 54.45 7.85 7.86 7.85 7.59 8.25 7.55 7.50 

6位 国 東京工業大学 54.17 7.86 7.87 7.92 7.76 8.54 7.31 6.91 

7位 私 南山大学 54.04 7.95 8.08 7.62 8.15 7.03 7.65 7.56 

8位 国 九州大学 53.85 7.85 7.88 7.42 7.51 8.18 7.49 7.52 

9位 国 名古屋大学 53.78 7.78 7.79 7.67 7.48 8.06 7.55 7.45 

10位 国 東北大学 53.67 7.67 7.46 7.76 7.22 8.27 7.80 7.49 

「大学の取り組みランキング2024-2025」総合ランキング※

特 集 1   「 仕 事に強い芝 浦 工 業 大 学 」の就 職 力

体
10
位
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
の

他
に
も
多
数
の
項
目
で
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
と

り
わ
け
「
採
用
を
増
や
し
た
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
の
全
国
私
大
1
位
（
全
体
2
位
）
は
卒
業
生
の
仕

事
力
を
示
す
指
標
と
し
て
「
仕
事
に
強
い
芝
浦
工
業

大
学
」
を
象
徴
す
る
誇
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「
就
職
率
1
0
0
％
」
を
目
指
し
て

ま
た
、
同
調
査
に
お
け
る
「
大
学
の
取
り
組
み
ラ

ン
キ
ン
グ
2
0
2
4-

2
0
2
5
」
で
の
「
総
合
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
も
全
国
私
大
1
位
（
全
体
3
位
）
に
選

ば
れ
、
本
学
の
授
業
改
善
や
就
職
支
援
な
ど
の
取
り

組
み
が
卒
業
生
を
通
じ
て
企
業
の
皆
様
に
も
評
価
さ

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
芝
浦
工
業

大
学
で
は
就
職
率
1
0
0
％
を
目
指
し
て
社
会
に
貢

献
す
る
技
術
者
の
育
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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多
方
面
の
社
会
問
題
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
で 

 

挑
む
新
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
へ 

―
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
改
組
す
る
こ
と
に
な
っ
た

背
景
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

山
崎 

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
は
2
0
0
9
年
に
創
設
さ

れ
て
か
ら
約
16
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
間
に
デ

ザ
イ
ン
工
学
の
考
え
方
が
世
の
中
で
広
く
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
広
範
な
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
改
組
を
決
意
し
ま
し
た
。
従
来
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
や
U
I
/
U
X
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
デ
ジ

タ
ル
情
報
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
を
強
化
す

る
こ
と
が
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋
田 

本
当
に
今
、
デ
ザ
イ
ン
の
範
囲
は
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
ね
。
昔
は
色
と
形
を
つ
け
る
の
が
デ
ザ
イ

ン
の
主
な
役
割
で
し
た
が
、
今
は
人
間
が
行
う
す
べ

て
の
こ
と
、
考
え
方
に
対
し
て
も
デ
ザ
イ
ン
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

蘆
澤 

そ
う
で
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
い
う
言
葉
も

広
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
せ

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
需
要
に
応
え
る
た

め
に
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
は
新
た
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
広
範
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
こ
の
改

組
は
と
て
も
意
義
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
変
わ
る

新
た
な
時
代
に
向
け
て
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
変
革芝浦工業大学デザイン工学部は2025年に大規模な改組を行い

ます。そもそも、なぜ改組を行うのか。具体的に、どのよう

に変わるのか。学生はどんな学びを得て、どのような人材に

成長できるのか。学部全体の改組に取り組む山崎憲一学部

長、橋田規子先生、蘆澤雄亮先生にお話を伺いました。
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特 集 2

2 0 2 5 年 、デ ザイン工 学 部 が 変 わる

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

山
崎 

こ
う
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

山
崎 

大
き
な
特
徴
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
科
目
で
コ
ー

ス
関
係
な
く
履
修
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設

計
し
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
先
に
述
べ
た
通
り
、

科
目
間
の
連
動
も
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と

当
然
、
教
員
の
負
担
も
重
く
な
る
の
で
す
が
、
デ
ザ

イ
ン
と
工
学
の
両
立
を
本
気
で
目
指
そ
う
と
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

蘆
澤 

そ
う
で
す
ね
。
科
目
間
の
連
動
は
、
か
な
り
真

剣
に
考
え
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
教
科
は
何
回
目
の
授

業
で
こ
の
内
容
を
教
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
ち
ら

の
科
目
の
授
業
も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

と
い
っ
た
具
合
に
、
連
携
が
重
要
に
な
る
科
目
に
関

し
て
は
、
教
員
同
士
が
か
な
り
の
密
度
で
す
り
合
わ

せ
し
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

橋
田 

所
帯
が
小
さ
い
か
ら
こ
そ
、
教
員
間
で
緊
密
な

協
力
体
制
が
築
け
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
、
新
し
い

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
成
功
に
寄
与
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

山
崎 

1
年
生
か
ら
実
践
的
な
演
習
を
増
や
し
て
い
る

の
も
、
今
回
の
改
組
の
特
徴
で
す
ね
。

 

ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を 

 

重
視
し
た
革
新
的
な
デ
ザ
イ
ン
教
育 

―
今
、
世
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
。

山
崎 

先
程
、
形
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
す
る
も
の
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
典
型
例
が
体
験
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
国
が
掲
げ
る
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」

に
お
い
て
も
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
A
m
a
z
o
n
の
よ

う
に
、
あ
な
た
が
求
め
て
い
る
の
は
、
こ
れ
で
は
な

い
で
す
か
と
、
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
が
提
示
さ

 

デ
ザ
イ
ン
と
工
学
が
融
合
、

 

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
広
が
る
学
び 

―
ど
の
よ
う
な
改
組
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎 

新
し
く
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム
、
U
X
、
プ
ロ
ダ

ク
ト
の
3
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

コ
ー
ス
す
べ
て
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
情
報
系
の

科
目
を
必
修
と
し
て
い
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
理
解
は
最
低
限
の
ス
キ
ル
だ
と
捉
え
て

い
る
の
で
、
全
員
が
習
得
す
る
形
で
す
。
こ
れ
を
改

組
の
骨
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

蘆
澤 

か
ね
て
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ザ
イ
ン
と
工

学
の
両
立
も
、
よ
り
推
進
・
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
系
科
目
と
工
学

系
科
目
を
上
手
く
連
動
さ
せ
る
よ
う
工
夫
し
た
り
、

学
部
や
研
究
室
の
壁
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
橋
田

先
生
も
、
今
、
工
学
部
の
先
生
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

橋
田 

そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
は
感
性
工
学
を
用
い

て
、
人
々
の
感
性
や
気
持
ち
を
統
計
的
に
評
価
し
、

そ
れ
に
適
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
、
根
拠
を
持
っ
て
説
明

し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
注
目
し
た
の
が
、
工
学
部

の
社
会
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
特
性
を
理
解
し
、
コ
ン
セ

プ
ト
を
構
築
す
る
場
面
で
私
た
ち
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
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れ
る
こ
と
で
、
気
持
ち
の
い
い
購
買
体
験
が
で
き
る

の
も
、
そ
の
一
例
で
す
ね
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
に
も
あ
る
よ
う
に
社
会
課
題
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
対
し
て
も
社
会
情
報
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ス
を
中
心
に
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
、
協
創
と
い
う
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
対
応

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

蘆
澤 

他
に
も
最
近
で
は
、
何
か
を
新
し
く
提
案
す
る

際
に
、『
な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
』
と
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
体
験
の
デ

ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
、
単
に
便
利
さ
を
追
求
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
や
り
た
く
な
る
よ
う
な
動
機
と

は
一
体
何
な
の
か
を
問
わ
れ
る
場
面
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
デ
ザ
イ
ン
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と
肌
で
感
じ

て
い
ま
す
。

橋
田 

同
感
で
す
。
非
日
常
と
平
和
が
混
在
し
て
い

る
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
際
に

は
、
皆
が
共
感
で
き
る
思
想
を
提
示
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
、
そ
の
共
感
を
生
み
出
す
た
め
の
思
想

を
創
り
出
せ
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
ね
。

―
2
0
2
5
年
4
月
か
ら
の
改
組
ま
で
、
あ
と
半
年

で
す
が
、
改
組
の
進
捗
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
崎 

改
組
の
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
て
、
カ
リ

より高度な研究を見据え、3年次からの研究室配属に
デザイン工学部では社会実装を念頭にした研
究を数多く実施します。そのためには、それ
ぞれの研究分野に沿った専門知識を身につけ
た上で研究に臨む必要があります。そのた
め、新たなデザイン工学部においては、研究
室配属を従来の４年次から３年次に早めるこ
とで、研究テーマに沿って指導教員と相談し
ながら3年次の履修内容を決めることができ、
研究テーマに沿った専門知識を修得する時間
の確保などを行えるようにします。

デザインと工学が融合した3コース編成
「ユーザーに共感し、人々に共感される物
事を生み出す」というデザインの特徴と、

「デジタルを中心とした工学技術」を併せ
持つデザイン人材を育成する、「社会情報
システムコース」「UXコース」「プロダク
トコース」の3つのコースへと再編。より
良い社会を追求するために「デザイン思
考・デジタル技術・協創」の３つをキー
ワードに、現実の課題発⾒と解決のみなら
ず、未知の課題を想像し、新たなアイデア
を提案できるデザイン⼯学技術者を養成し
ます。
そのために、教育課程を「共通科目」「専
門科目」「プロジェクト科目」に区分し、
配置しています。また、デジタル技術力と
協創力を育成するため、いずれの区分にお
いても演習または研究を軸とした実践型教
育を行います。

1st Grade 3rd Grade2nd Grade 4th Grade

研
究
室
配
属

研
究
室
配
属研究に向けた

専門知識の習得

研究の実施
（プロジェクト研究、総合プロジェクト）

従来の研究
（総合プロジェクト）

Intangible
手で触ることができない

Tangible
手で触ることができる

Social oriented

社
会
を
軸
足
に
物
事
を
考
え
る

Living oriented

生
活
を
軸
足
に
物
事
を
考
え
る

ラ
ボ
探
訪

ラ
ボ
探
究
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特 集 2

2 0 2 5 年 、デ ザイン工 学 部 が 変 わる

キ
ュ
ラ
ム
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
よ
り
良
い

教
育
を
提
供
す
る
た
め
に
、
教
員
同
士
が
頻
繁
に
意

見
交
換
を
行
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
外
部
か
ら
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
私
た

ち
は
、
も
の
す
ご
く
速
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。

蘆
澤 
本
当
に
、
気
持
ち
の
い
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
よ

ね
。

橋
田 

山
崎
学
部
長
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
風
通
し
の
良
い
環
境
の

中
で
、
気
持
ち
よ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

デ
ザ
イ
ン
思
考
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
で 

 

未
来
を
切
り
拓
く
リ
ー
ダ
ー
育
成 

―
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材

を
育
成
す
る
上
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

橋
田  

改
組
に
お
い
て
大
事
に
し
た
い
3
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
、「
当
た
り
前
を
疑
う
デ
ザ
イ
ン
思
考
」「
繋

げ
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
」
そ
し
て
「
課
題
に
立

デザイン工学部長

山崎 憲一
■

1986年に東北大学大学院修了後、同年 NTT に入
社。2000年より NTT ドコモに転籍。この間、研
究所にて情報通信の研究開発に従事。2010年から
本学デザイン工学部教授。博士（工学）。

デザイン工学部　教授

橋田 規子
■

東京芸術大学デザイン科インダストリアルデザイ
ン専攻卒業。TOTO株式会社デザインセンターを
経て2009年芝浦工業大学デザイン工学科教授就
任。エモーショナルをテーマに生活用品や家具、
設備のデザインを研究。2020年著書「エモーショ
ナルデザインの実践」。グッドデザイン賞審査員、
キッズデザイン賞審査員。

デザイン工学部　教授

蘆澤 雄亮
■

千葉大学工学部デザイン工学科、同大学大学院を
経て（公財）日本デザイン振興会に入職。2013年
よりグッドデザイン賞審査チームリーダーとして
活動を展開する。2017年より芝浦工業大学デザイ
ン工学部に着任。日本デザイン学会理事。日本イ
ンダストリアルデザイン協会理事。

ち
向
か
う
た
め
の
協
創
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
重
要
な
の
は
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
持
つ
人
材
で
す
。
本
当
に
こ
れ
で

い
い
の
か
と
常
に
問
い
続
け
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る

人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蘆
澤 

今
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
協
創
で
き
る
人
材
と
い
う
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
て
、
教
員
も
学
生
と
一
緒
に

意
見
を
ぶ
つ
け
あ
い
な
が
ら
課
題
に
向
か
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
中
で
も
協
創
力
を
発
揮
で

き
る
人
材
が
育
つ
と
信
じ
て
い
る
ん
で
す
。

山
崎 

た
し
か
に
今
の
時
代
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
提

供
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
、
豊
か
な
想
像
力
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
知

識
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
素
養
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を

育
成
し
て
い
き
ま
す
。
き
っ
と
彼
ら
は
、
企
業
や
社
会

に
新
た
な
風
を
吹
き
込
み
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す

と
信
じ
て
い
ま
す
。
芝
浦
工
大
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
工

学
部
に
ぜ
ひ
ご
期
待
い
た
だ
き
、
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

デザイン工学部
改組動画

デザイン工学部
特設サイト
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芝
浦
工
業
大
学
の
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部・
生
命

科
学
科
に
お
け
る
学
科
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ

と
つ
は
、生
物
で
あ
る
以
上
、不
可
避
な
生
理
現
象

で
あ
る「
老
化
」だ
。
そ
の
中
で
、福
井
浩
二
教
授

の
担
当
す
る
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
室
で
は
、特

に「
脳
老
化
」の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
ん

で
い
る
。超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
日
本
に
お

い
て
、脳
の
老
化
を
抑
制
す
る
こ
と
は
健
康
寿
命

の
延
長
に
直
結
す
る
ば
か
り
で
な
く
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
を
は
じ
め
と
す
る
い
ま
だ
治
療
法
の
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
治
療
法
開
発
に
も
貢
献
で

き
る
、大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。　

　
「
老
化
」と
聞
い
て
、最
初
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の

は
ど
ん
な
ケ
ー
ス
だ
ろ
う
か
。
視
力
や
運
動
能
力

の
低
下
、し
わ
の
増
加
や
皮
膚
の
た
る
み
、あ
る

い
は
怪
我
が
治
り
に
く
く
な
る
な
ど
と
い
っ
た
身

体
的
な
衰
え
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
ら
も
間
違
い
な
く
老
化
現
象
の
ひ

と
つ
で
あ
る
が
、多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
か
つ
深

刻
な
老
化
と
は
、も
の
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
り
も

の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
す
る
、い
わ
ば
脳
の

老
化
で
は
な
い
か
。
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴

脳
老
化
を
抑
制
す
る

「
ス
ー
パ
ー
ビ
タ
ミ
ン
E
」

SIT Academic Column
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ビタミンEで脳老化・肥満を抑制
システム理工学部 生命科学科／分子細胞生物学研究室　

福井 浩二 教授

1212



い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
認
知
症
の
患
者
が
増
加
し

て
い
る
中
、脳
老
化
の
研
究
に
は
大
き
な
社
会
的

意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
老
化
に
は
2
種
類
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、ひ

と
つ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
不
可
逆
的
に
生
理

機
能
が
退
行
し
て
い
く『
生
理
的
老
化
』で
す
。こ

れ
は『
加
齢
』と
言
い
換
え
て
も
よ
い
、自
然
な
老

化
で
し
ょ
う
。一
方
で
、例
え
ば
同
じ
60
歳
の
人
で

も
、若
々
し
く
見
え
る
人
も
い
れ
ば
、年
齢
よ
り

老
け
て
見
え
る
人
も
い
ま
す
。
要
す
る
に
人
に
よ
っ

て
老
化
の
進
行
具
合
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、疾
病
や
ス
ト
レ
ス
、飲
酒
、喫
煙
な
ど
、

な
ん
ら
か
の
理
由
で
過
度
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
老

化
を『
病
的
老
化
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
病
的

老
化
の
主
な
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、

酸
化
で
す
。
要
す
る
に
、鉄
や
銅
を
屋
外
に
長
時

間
放
置
し
て
お
く
と
錆
び
て
し
ま
う
よ
う
に
、私

た
ち
の
体
も
酸
素
と
反
応
し
、体
内
に
酸
化
物
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
も

加
速
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
当
然
、こ
れ
は
脳

に
も
当
て
は
ま
る
、つ
ま
り“
酸
化
が
脳
老
化
を

促
進
す
る
”と
い
う
考
え
の
も
と
、私
た
ち
は
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
物
質
と
し
て
、い
わ
ゆ
る

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
C
、コ
エ
ン
ザ

イ
ム
Q
10
、ビ
タ
ミ
ン
E
な
ど
が
あ
る
。こ
れ
ら
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の
う
ち
、福
井
教
授
の
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
室

で
は
ビ
タ
ミ
ン
E
を
用
い
て
幅
広
く
検
討
を
重
ね

て
お
り
、ビ
タ
ミ
ン
E
を
欠
乏
さ
せ
た
動
物
は
、

若
齢
で
も
老
齢
と
同
じ
よ
う
な
認
識
機
能
の
低

下
や
脳
酸
化
の
促
進
が
生
じ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
い
る
。
酸
化
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
E
は
一
般
的

に「
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
」を
指
し
、多
く
の
食
品
に

酸
化
防
止
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、福
井
ら

が
生
理
作
用
の
解
明
に
特
に
注
力
し
て
い
る
の
は

「
ス
ー
パ
ー
ビ
タ
ミ
ン
E
」と
も
呼
ば
れ
る「
ト
コ

ト
リ
エ
ノ
ー
ル
」で
あ
る
。

　
「
ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
は
パ
ー
ム
オ
イ
ル
や
コ
メ

の
胚
芽
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、ト
コ

フ
ェ
ロ
ー
ル
と
比
べ
る
と
食
品
あ
た
り
の
含
有
量

は
1
/

20
ほ
ど
で
、非
常
に
少
な
い
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、最
近
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
の
検
証
に
よ
り
、

ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
は
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
の
数
十
倍

の
酸
化
防
止
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
」

　

福
井
教
授
に
よ
れ
ば
、ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
に

は
抗
酸
化
作
用
だ
け
で
な
く
、思
わ
ぬ
副
産
物
と

し
て
、抗
肥
満
作
用
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き

た
と
い
う
。

　
「
私
は
10
年
ほ
ど
前
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い

た
の
で
す
が
、そ
こ
で
は
カ
ロ
リ
ー
制
限
に
よ
っ
て

寿
命
を
延
長
す
る
と
い
う
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、サ
ル
や
マ
ウ
ス
を
用
い
て
、普

段
与
え
て
い
る
食
事
か
ら
カ
ロ
リ
ー
を
30
％
カ
ッ

ト
す
る
と
寿
命
が
2
、3
割
延
び
る
と
い
っ
た
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
要
は
、摂
取
カ
ロ
リ
ー
を

減
ら
す
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
抑
え
、体
内

で
消
費
さ
れ
る
酸
素
量
を
少
な
く
す
れ
ば
酸
化

を
防
止
で
き
る
＝
寿
命
が
延
び
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、逆
に
肥

満
を
促
進
す
れ
ば
酸
素
消
費
量
が
増
え
、酸
化
が

進
ん
で
寿
命
も
短
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、芝

浦
工
業
大
学
に
戻
っ
て
か
ら
肥
満
の
研
究
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、太
っ
た
マ
ウ
ス
に
対
し
て
、

抗
酸
化
作
用
を
試
す
目
的
で
ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル

ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
に
は

肥
満
を
抑
制
す
る
効
果
も
？
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を
投
与
す
る
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、体
重
が
減
る

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
ん
で
す
。
投
与
量
を
変

え
て
も
投
与
期
間
を
変
え
て
も
、何
度
実
験
を
し

て
も
、な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
必
ず
体
重

が
減
り
ま
し
た
。ゆ
え
に
、ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
に

は
肥
満
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
」

　

福
井
教
授
は
ビ
タ
ミ
ン
E
に
関
す
る
研
究
を

20
年
以
上
、ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
の
研
究
に
限
っ
て

も
15
年
以
上
続
け
て
き
た
が
、彼
を
含
め
ビ
タ
ミ

ン
E
の
研
究
者
の
間
で
は
長
ら
く「
ビ
タ
ミ
ン
E

は
酸
化
を
防
ぐ
物
質
で
あ
る
」と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、「
ビ
タ
ミ
ン
E

を
摂
取
し
た
ら
痩
せ
る

の
で
は
な
い
か
」と
い
う

発
想
す
ら
な
か
っ
た
。し

か
も
ビ
タ
ミ
ン
E
は
医

薬
品
で
は
な
く
天
然
の
栄

養
素
で
あ
り
、そ
の
一
種

で
あ
る
ト
コ
ト
リ
エ
ノ
ー

ル
に
痩
せ
る
効
果
が
あ
る

と
す
れ
ば
、そ
れ
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
べ
く
、現
在
は
マ
ウ

ス
で
は
な
く
、少
人
数
で

は
あ
る
が
人
を
対
象
に
ト

コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
を
継
続

的
に
摂
取
し
て
も
ら
う

実
験
も
行
っ
て
い
る
最
中

で
あ
る
と
い
う
。

　
「
私
た
ち
の
研
究
室
で

は
、主
に
予
防
医
学
の
観

点
か
ら
、例
え
ば
食
事
や
運
動
、睡
眠
な
ど
、日

常
生
活
を
少
し
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
企
業
と
共
同
で
医
薬
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

研
究
・
開
発
、あ
る
い
は
既
存
製
品
に
対
す
る
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
効
果
・
効
能
の
証
明
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、病
気
に
な
る
前
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、学
生
の
皆
さ
ん
と

日
々
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
」

1974年岐阜県生まれ。2003年芝浦工業大学で学位（博士（工学））
を取得。その後、和歌山県立医科大学博士研究員、北海道大学助
教を経て2008年より本学生命科学科で勤務。2014年より1年間
NIH*に研究留学。現在は日本酸化ストレス学会理事、日本抗加齢
医学会評議員、日本ビタミン学会評議員などを務める。専門分野は
老化・ビタミンE・酸化ストレス。2022年から企業・学生とともに飲料
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卒業生の「今」

安全、環境、品質、工期、コストに配慮し、
建築現場を束ねるプロジェクトリーダー

スーパーゼネコンの建築現場の所長として、長年にわたり鉄道関連施設や再開発、テーマパーク工事などを手がけてきた増
田孝弘氏。「芝浦工業大学に入学して建築の面白さを知った」という増田氏が、仕事のやりがいやリーダーとして心がけて
いることを語る。

創立以来10万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

家
が
活
躍
さ
れ
て
い
た
時
代
で
、
彼
ら
の

作
品
を
同
級
生
と
見
に
行
き
、
感
想
を
語

り
合
う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

意
匠
系
の
研
究
室
に
在
籍
し
、
一
時
は

設
計
事
務
所
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
し
た

が
、
そ
の
た
め
に
は
大
学
院
に
進
学
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
方
か

ら
学
費
や
生
活
費
を
援
助
し
て
く
れ
て
い

た
親
に
こ
れ
以
上
の
負
担
は
か
け
ら
れ
ず
、

就
職
を
決
意
。
折
よ
く
鹿
島
建
設
の
新
卒

募
集
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
が
ど

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
採
用
さ
れ
、
入
社
と
な
り

ま
し
た
が
、「
神
様
が
“
こ
こ
へ
行
き
な
さ

い
”
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う

運
命
を
感
じ
ま
し
た
。

● �
大
学
の
授
業
で 

建
築
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　
　
　

　

高
校
時
代
、
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
工

業
系
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
に
建
築
に
思
い
入
れ
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

芝
浦
工
大
に
入
学
後
は
建
築
の
面
白
さ
に

魅
せ
ら
れ
、
一
気
に
の
め
り
込
ん
だ
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
図
面
や
模
型
製
作
で
手

を
動
か
す
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
し
、
構
造

設
計
を
学
ん
だ
時
は
「
世
の
中
と
は
合
理

的
に
成
り
立
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と
感
動
し

ま
し
た
。
３
年
次
に
ア
メ
リ
カ
横
断
の
旅

に
出
て
、
各
地
の
建
築
物
を
見
て
回
っ
た

こ
と
も
い
い
思
い
出
で
す
。
当
時
は
原
広

司
さ
ん
や
磯
崎
新
さ
ん
な
ど
著
名
な
建
築

● �

所
長
と
し
て
２
０
０
０
人・ 

数
百
億
円
の
現
場
を
束
ね
る

　

ゼ
ネ
コ
ン
入
社
直
後
の
新
人
の
前
に
最

初
に
立
ち
は
だ
か
る
の
が
「
職
人
の
壁
」

で
す
。
若
く
て
未
熟
な
社
員
が
、
自
分
よ

り
は
る
か
に
年
上
の
熟
練
の
職
人
さ
ん
と

共
同
作
業
で
現
場
を
回
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
こ
の
壁
を
乗

り
越
え
る
と
、
仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
工
事
現
場
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
、
受
注

し
た
金
額
で
、
要
求
さ
れ
た
品
質
を
い
か

に
環
境
に
や
さ
し
く
安
全
に
作
り
上
げ
る

か
」。
目
的
が
非
常
に
明
確
で
、
成
果
も

日
々
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す

か
ら
私
た
ち
は
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
頑
張

増田 孝弘さん

鹿島建設株式会社
校友会鹿芝会支部 支部長
工学部 建築工学科（ 現建築学部 建築学科 ）
1988年卒業
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Masuda Takahiro

資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
金

額
面
で
の
調
整
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
に

な
る
で
あ
ろ
う
人
手
不
足
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
建
築
物
は一
点
も
の
で
あ
り
、
現

場
ご
と
に
意
匠
も
手
法
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
要
望
も
異
な
り
ま
す
。
現
場
で
は
所
長

は一
国
一
城
の
主
の
よ
う
な
も
の
。
副
所
長
、

課
長
、
各
担
当
者
な
ど
直
属
の
部
下
だ
け

で
20
～
30
人
は
い
ま
す
し
、
下
請
け
会
社

さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
る
と
１
０
０
０

～
２
０
０
０
人
規
模
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
人
数
を
束
ね
て
、
工

期
と
予
算
を
守
り
な
が
ら
数
億
～
数
百
億

円
の
建
築
物
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

● �

成
果
が
か
た
ち
に
なって
い
く 

こ
ん
な
に
面
白
い
仕
事
は
な
い

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け

て
い
る
の
は
、「
ブ
レ
な
い
」
こ
と
。
そ
し

て
「
動
じ
な
い
」
こ
と
。
一
貫
性
が
な
け
れ

ば
メ
ン
バ
ー
は
つ
い
て
き
ま
せ
ん
し
、
リ
ー

ダ
ー
が
動
揺
を
見
せ
る
と
メ
ン
バ
ー
に
も

伝
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
に
は
い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
が
存
在
し
ま
す
。
誉
め
て
伸
び

る
人
も
い
れ
ば
、
叱
咤
激
励
し
て
伸
び
る

人
も
い
ま
す
。
仕
事
の
原
動
力
と
な
る
感

情
は
人
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー

は
い
ち
早
く
個
々
の
特
性
を
見
抜
き
、
相

る
の
み
で
す
。

　

こ
の
業
界
で
は
「
普
通
に
仕
事
を
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
る
の
に
10
年
、
一
人
前
に
な

る
の
に
20
年
か
か
る
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
47
歳
で
所
長
に
な
り
、
現
在
６
か
所

目
の
現
場
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
関

連
施
設
、
議
員
宿
舎
、
再
開
発
ビ
ル
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
な
ど
、
経
験
し
て
き
た
建
築
物

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
人
の
命
を
預
か
る

大
変
さ
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に

も
納
期
に
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
工
期
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
し
、

手
に
応
じ
て
使
い
分
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
は
い
え
、
私
も
最
初
か
ら
で
き

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
自
信
が
な
い
頃
は
、
現
場
に
誰
も

来
な
い
夢
を
見
て
、
朝
目
覚
め
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
に

は
、
現
場
で
経
験
を
積
み
、
徐
々
に
学
ん

で
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
５
年

は
岩
に
し
が
み
つ
く
思
い
で
頑
張
る
こ
と
。

す
る
と
必
ず
道
は
開
け
ま
す
し
、
本
当
に

困
っ
た
時
に
は
必
ず
ど
こ
か
か
ら
助
け
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
私
も
所

長
に
な
っ
て
５
年
が
経
っ
た
頃
に
は
、「
こ

ん
な
に
面
白
い
仕
事
は
な
い
ぞ
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
が
進
む
に
つ

れ
、
建
築
物
の
か
た
ち
が

で
き
て
い
く
、
成
果
が
目

に
見
え
て
分
か
る
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
を
通
じ
て
普
通

な
ら
会
え
な
い
よ
う
な
人

に
会
え
、
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
完

成
後
は
ま
た
新
し
い
現
場

が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
数

年
ご
と
に
繰
り
返
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
て
も
、

大
学
時
代
の
学
び
は
す
べ

て
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
授
業
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
し
、
先
生
方
も
今
か
ら
思
え

ば
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
今
学
生
時

代
に
戻
れ
る
と
す
れ
ば
、先
生
方
の
お
話
を

一
か
ら
じ
っ
く
り
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
当

時
の
私
は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
お
話
い
た
だ
い

て
い
た
は
ず
で
す
。
大
学
の
４
年
間
の
勉

強
は
と
て
も
重
要
で
す
。
私
も
４
年
間
を

真
面
目
に
頑
張
っ
て
勉
強
に
励
み
、
今
の

自
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
に

出
る
と
「
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
今

か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
勉
強
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
今
が
大
切
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
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SIT NEWS芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

　
5
月
8
日
、
A
G
H
ク
ラ
ク
フ
大
学（
以
下
、「
A
G
H
」

と
い
う
）
に
て
協
定
締
結
20
周
年
を
祝
う
式
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
国
特
命
全

権
大
使
で
あ
る
宮
島
昭
夫
氏
を
は
じ
め
、
本
学
鈴
見
理
事

長
、
両
大
学
の
学
長
お
よ
び
交
流
を
中
心
的
に
深
め
て
き

た
関
係
者
が
参
加
し
、
両
大
学
の
友
好
関
係
と
協
力
の
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
学
と
A
G
H
と
は
2
0
0
4
年
に
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
材
料
工
学
分
野
で
の
研
究
を
中
心
と
し
た
協
定
を
締
結

し
、
そ
の
後
学
生
の
交
換
留
学
と
と
も
に
博
士
課
程
お
よ
び

修
士
課
程
に
お
い
て
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

設
し
、
両
校
の
関
係
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
20
年

間
で
の
両
大
学
の
主
な
交
流
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
2
0
2
4
年
11
月
に
は
、
本
学
主
催
で
の
交
流
記
念
式

典
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
両
大
学
は
、
相
互
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
術
交
流
が
今
後
も
発
展
し
、
学
生
や

教
職
員
の
相
互
理
解
と
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
今
後
も
A
G
H
と
の
協
力
を

通
じ
て
、
両
大
学
の
国
際
的
な
影
響
力
と
教
育
の
質
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
G
H
ク
ラ
ク
フ
大
学
と
の
協
定
締
結
20
周
年
！！

交流20周年パネルの前でAGH(日本連携担当学長代理) 
Szmyd教授を囲んでの記念撮影（左：鈴見理事長、右：山田学長）

式典に先立って、クラクフの合唱団によるパフォーマンスが行われた

式典の中ではダブルディグリープログラム学生の学位授与が行われた

〈主な交流実績〉
●芝浦工業大学との4つの教育協定
●博士課程、修士課程でのダブルディ

グリープログラムを開設
●AGHと本学を合わせて200人の学生

が交換留学やインターンシップに参加
●2012年以降、139人のAGH教職員

が本学に来訪。また、74人の本学教
職員がAGHを訪問

●2011年以降、8人の学生が両大学博
士課程のダブルディグリーを取得

●ISIマスタージャーナルリストの著名
なジャーナルに掲載された共同論文
80本
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5
月
19
日
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
第
28
回
大
宮
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
祭
は
「
地
域
と
の
交
流
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
学
園
祭
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「Unite

」。
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
過
去
最

大
規
模
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
一
般
開
放
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
お
笑
い
ラ

イ
ブ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
内
は
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
各
教
室
は
、
工
作
教
室
や
鉄
道
模

型
の
展
示
運
転
な
ど
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
学
生
が

交
流
す
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
本
学
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
テ
ク
し
ば
く
ん
も
登
場
し
、
テ
ク

テ
ク
歩
く
そ
の
可
愛
さ
に
、
触
れ
合
っ
た
来
場
者
か
ら

は
自
然
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
「Unite

」
に
は
、「
集
合
体
U
」
の
よ
う
に

大
宮
祭
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
に
楽
し
い
「
要
素
」
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
延
べ
4
2
1
6
人
も
の
人
々
が
訪
れ
た
本
祭
は
、

在
学
生
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
む
様
子
が
見
ら
れ
、
ま
さ
に
テ
ー
マ
の
意
図
し
た
と

お
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

第
28
回
大
宮
祭
開
催
！！
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

 

5
月
21
日
、
S
W
C
C
株
式
会
社
（
以
下
、

「
S
W
C
C
」
と
い
う
）
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

D
E
&
I
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、 

ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
講
演
会
「Cultural Kaleidoscope

：
多
彩
な

文
化
が
織
り
な
す
企
業
の
未
来
」
を
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス

S
W
C
C
と
共
催
で
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
講
演
会
を
開
催（
特
別
講
演：ス
プ
ツ
ニ
子
！
氏
）

芝
浦
工
業
大
学

に
て
共
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科

准
教
授
で
ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
ス
プ
ツ
ニ
子
！
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
特
別
講
演
、

「
技
術
の
世
界
で
輝
く
女
性
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
「
O
E
C
D
諸
国
の
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が
最
低
ク
ラ
ス
の
日
本
の
社
会
に
は
、
大

き
な
男
女
格
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
」、「
社
会
構
造
の

偏
り
が
も
た
ら
す
影
響
」、「
脳
科
学
的
に
は
性
差
は
な

く
、
社
会
的
要
素
（
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
影
響
）
が
大
き

い
こ
と
」、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
た
め
に
は
多
様
な

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
が
語
ら
れ
、
価
値

観
の
偏
り
を
も
た
ら
す
社
会
構
造
の
是
正
が
日
本
社
会
に

お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
学
生
・
教
職
員
を
は
じ
め

附
属
中
高
の
生
徒
の
ほ
か
、
外
部
の
女
子
高
校
生
の
姿

も
見
ら
れ
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
会
の
様
子
は
、

S
W
C
C
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
りYouTube

で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
学
と
S
W
C
C
は
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
工
学
分
野
に
お

け
る
女
子
学
生
・
女
性
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

推
進
し
ま
す
。
今
後
の
展
開
と
し
て
、
工
場
見
学
会
の

実
施
な
ど
企
業
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
イ

メ
ー
ジ
を
醸
成
す
る
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

トークセッションの様子
（左から、スプツニ子！さん、磐田副学長（本学）、西村取締役（SWCC））

スプツニ子！さんによる特別講演

講演会の
様子はこちら 
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４
月
13
日
、
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
69
回
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
ス
ピ
ー
ド
選
手
権
大
会 

兼 W
ORLD 

ROLLER GAM
ES 2024

（
世
界
選
手
権
/
イ
タ
リ
ア
）

ト
ラ
ッ
ク
競
技
選
考
会
に
工
学
部
機
械
工
学
科
3
年
の

鶴
谷
勇
人
さ
ん
が
出
場
し
、
2
0
0
m
、
5
0
0
0
m
ポ

イ
ン
ト
レ
ー
ス
1※
の
2
種
目
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
て

優
勝
し
ま
し
た
。

鶴
谷
さ
ん
は
大
会
を
振
り
返
り
、「
も
と
も
と
短
距
離

は
得
意
な
方
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
2
0
0
ｍ
で
の
日
本

新
記
録
に
つ
い
て
は
、「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
い
う
驚
き

が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
の
世
界
選
手
権
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
力

不
足
を
痛
感
し
、
こ
の
半
年
間
で
強
化
に
努
め
た
こ
と
が

新
記
録
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
5
0
0
0
m
は
、

日
本
記
録
ペ
ー
ス
で
の
練
習
は
で
き
て
い
た
の
で
す
が
、

レ
ー
ス
で
は
互
い
の
牽
制
も
あ
り
、
な
か
な
か
新
記
録
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
序
盤
か
ら
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
レ
ー

ス
を
自
分
で
リ
ー
ド
で
き
て
い
た
の
で
、
滑
っ
て
い
る
間

も
優
勝
で
き
れ
ば
日
本
新
記
録
が
出
る
と
思
っ
て
頑
張
り

ま
し
た
。
終
始
苦
し
い
レ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
ゴ
ー
ル
し

た
直
後
は
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
新
記
録
の
実
感
も
持
て
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
公
式
記
録
に
自
分
の
名
前
が
載
っ
た
瞬

間
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
前
日
本
記
録
保
持
者

は
、
ず
っ
と
目
標
に
し
て
い
た
尊
敬
す
る
ク
ラ
ブ
の
O
B

で
あ
り
、
そ
の
先
輩
の
名
前
を
上
書
き
す
る
こ
と
が
で
き

て
非
常
に
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
優
勝
と
日
本
新

記
録
の
樹
立
で
、
長
年
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
チ
ー

ム
の
監
督
や
応
援
し
て
く
れ
た
方
々
に
少
し
恩
返
し
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
日
本
選
手
権
に
て
2
種
目
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
＆
世
界
選
手
権
への
出
場
権
獲
得

表彰式後の鶴谷さん

スタートを切る鶴谷さん（右から２番目）

メンズファッション雑誌「FINEBOYS」
（８月号）にも掲載されました

昨年の世界選手権の様子（左）

※1 コース上に設置されたポイントを通過するごとに得点が加算される。 
最終ゴールまでの合計得点で順位が決まる。

※2 大勢で一斉にスタートし、決められた周回ごとに最下位の者が脱落する。
最終的に残った3～5人の着順で順位が決まる。

昨
夏
に
日
本
代
表
と
し
て
初
出
場
し
た
世
界
選
手
権
で

は
、
自
身
の
理
想
と
す
る
レ
ー
ス
が
展
開
で
き
ず
、
世
界

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
た
と
言
い
ま
す
。
帰
国
後
は

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習
を
重
ね
、
ま
た
新
た
に
自
身

の
足
型
の
カ
ス
タ
ム
ブ
ー
ツ
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
大
会

に
臨
み
、
見
事
に
日
本
新
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
今
大
会
で
日
本
の
ト
ッ
プ
に
は

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
世
界
的
に
見
る
と
ま
だ
ま

だ
上
位
の
選
手
が
い
る
状
況
で
す
。
世
界
選
手
権
で
は
、

昨
年
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
予
選
突
破
・
決
勝
進

出
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

■ 今大会の戦績
・200m １位　日本新記録（19”345）
・500m+D 2 位
・5000m ポイントレース 1 位　日本新記録（7’56”454）
・10000m エリミネーションレース※ 2 2 位

■ 今後の大会スケジュール
9月   世界選手権 （イタリア モンテジルヴァーノ）

11月 東日本スピード選手権大会 （未定）

12月 全国ローラーマラソン大会 （岐阜県 平田リバーサイドプラザ）
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SIT NEWS芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

高
校
1・2
年
生
が
第
1
回
イ
ン
ド
最
先
端
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ（
３
泊
）を
通
じ

て
、す
べ
て
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
現
地
の
人
々
の
⽣
活

や
⾷
⽂
化
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
⽣
徒
か
ら
は
、「
⽂
化
、習

慣
、価
値
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
⽇
本

と
は
⼤
き
く
異
な
り
、⼾
惑
う
こ
と
も
多

か
っ
た
⼀⽅

で
、そ
の
違
い
こ
そ
が
⼤
き

な
学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
」「
イ
ン
ド
の
豊
か
な
⽂
化
と
歴

史
、そ
し
て
⼈
々
の
温
か
さ
に
深
く
感
銘

を
受
け
ま
し
た
」「
多
様
性
を
尊
重
し
、貧

困
や
格
差
に
関
⼼
を
持
ち
、⾏
動
す
る
こ

と
が
⼤
切
だ
と
思
い
ま
す
」と
い
っ
た
感

想
が
よ
せ
ら
れ
、新
た
な
体
験
や
発
見
を

通
じ
て
⾃
⼰
を
振
り
返
り
、今
後
を
深
く

考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た

様
⼦
で
し
た
。

※
ロ
ー
タ
ス
バ

レ
ー・イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル・グ
ル
ガ
オ
ン
校

　
3
月
26
日
か
ら
4
月
2
日
ま
で
、高

校
1
・
2
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
第

1
回
イ
ン
ド
最
先
端
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の「
最
先
端
」

「
歴
史
」「
英
語
」を
同
時
に
学
べ
る
本

校
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
新

た
に
企
画
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界

で
活
躍
す
る
理
工
系
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
は
、イ
ン
ド
最
高
峰

の
理
工
系
大
学・
イ
ン
ド
工
科
大
学
デ

リ
ー
校
に
て
研
究
施
設
見
学
や
授
業
体

験
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
訪
問
に
て

起
業
す
る
際
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
貢

献
す
る
精
神
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、

ま
た
タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
を
は
じ
め
と
す
る

4
つ
の
偉
大
な
世
界
遺
産
を
巡
る
一
方

で
、ス
ラ
ム
街
を
訪
れ
る
な
ど
、悠
久
の

歴
史
を
背
景
に
多
様
な
宗
教・
価
値
観

が
交
錯
す
る
イ
ン
ド
の
文
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
現
地

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
※
訪

問
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
バ
デ
ィ

SH
IBAU

RA GIRLS

‘ D
AY

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

設
見
学
会
、
授
業
体
験
、
理
工
系
部
活

体
験
会（
電
子
技
術
研
究
部・
理
科
部
）

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
西
田
教
頭
が「
女
子
の
理
工
系
進

学
と
芝
浦
工
大
、高
大
連
携
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、中
学
の
３
年
、

高
校
の
３
年
、大
学
の
４
年
を
10
年
間

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
考
え
、理
工
系
教

育
を
築
き
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
本
校
の

特
色
と
し
て
強
調
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
は「
在
校
生
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
の
説
明
会
は
、小
学
生

の
娘
も
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
い
て
い

ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
上
手
で
感
じ
が
良
く
、充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
受

け
取
り
ま
し
た
」「
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、感
動
し
て
泣
き
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い
受
験
に
一

服
の
清
涼
、心
温
ま
る
応
援
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、本
校
の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
6
月
23
日
、本
校
受
験
を
検
討
し
て

い
る
小
学
生・中
学
生
の
女
子
児
童・生

徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「SHIBAURA GIRLS

‘ DAY

」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。午
前・午
後
の
部
を
あ
わ

せ
、約
2
0
0
組
が
参
加
し
ま
し
た
。当

イ
ベ
ン
ト
は
、本
校
の
教
育
内
容
と
特

色
、そ
し
て
学
校
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、豊
洲
の
地
に
移
転
し
て
以
来
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、芝
浦
工
業
大
学
の
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト・テ
ク
し
ば
く
ん
の
出
迎
え

を
受
け
、ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、

O
G・在
校
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、ミ
ニ
施
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タ
イ
で
行
わ
れ
た
第
14
回
S
C
i
U
S
フ
ォ
ー
ラ

ム
でGold M

edal・Curiosity Based Aw
ard

を
ダ
ブ
ル
受
賞

S
S
H
第
Ⅲ
期
指
定

4
月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
、

第
14
回
S
C
i
U
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
高
校

3
年
生
の
小
口
珠
央
さ
ん
が
「Statistical m

odeling 

approach to predict flow
ering tim

e of Japanese 

Sakura

（
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
と
初
夏
の
気
温
を
用
い
た

統
計
的
考
察
）」
の
研
究
発
表
でGold M

edal

と
Curiosity Based Aw

ard

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
昨
年
度
か
ら
交
流
の
あ
る
タ

イ
の
K
M
U
T
T
大
学
附
属
校
※
の
先
生
か
ら
招
待
を

受
け
、
高
校
3
年
生
3
人
（
小
口
珠
央
さ
ん
・
內
堀
花

音
さ
ん
・
坂
本
珠
蘭
さ
ん
）
が
参
加
。「
生
物
学
・
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
「
環
境
科
学
・
生
学
」
の
部
門

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
英
語
で
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

小
口
さ
ん
は
「
審
査
前
の
練
習
で
現
地
の
生
徒
か
ら

質
問
を
受
け
、
四
季
な
ど
の
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ

と
も
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
気
づ
き
、
急
い
で
発
表

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
本
番
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た

質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
物
分
野
の
専
門
的
な
英
単

語
も
用
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
回
答
し
ま
し
た
」
と
、
初

め
て
の
海
外
で
の
研
究
発
表
な
が
ら
臨
機
応
変
な
対
応

が
で
き
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

担
当
の
大
沼
賢
教
諭
は
、
小
口
さ
ん
の
受
賞
に
つ
い
て
、

「
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
や
質
疑
応
答
を
す
る
に
あ
た
り
、
事
前

の
準
備
を
し
っ
か
り
し
て
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
研
究
の
内

容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
専
門
的
な
鋭
い
質
問
も
多
い
中

で
堂
々
と
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
て
い
た
と
こ
ろ
が
評

価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

※
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
に
あ
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
学

校
の
ダ
ル
ン
シ
ッ
カ
ー
ラ
イ
校

5
月
19
日
、
い
す
み
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、「
い
す

み
鉄
道
」
と
い
う
）
の
ご
協
力
の
も
と
、
昨
年
8
月
に

行
わ
れ
た
「
第
3
回
い
鉄
甲
子
園
」（
い
す
み
鉄
道
主
催
）

に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
際
の
副
賞
と
し
て
、
本
校

鉄
道
研
究
部
が
貸
し
切
り
列
車
を
運
行
し
ま
し
た
。

い
鉄
甲
子
園
は
、
い
す
み
鉄
道
お
よ
び
そ
の
沿
線
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
案
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
最
終
選
考
会
は
５
チ
ー
ム
中
４
チ
ー

ム
が
高
校
生
の
中
、
唯
一
の
中
学
生
チ
ー
ム
と
し
て
参

加
し
、
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
車
両
を
宿
泊
施
設
と
し
て

活
用
す
る
「
キ
ハ
ホ
テ
ル
」
と
い
う
企
画
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

貸
し
切
り
列
車
は
部
員
ら
の
希
望
が
叶
っ
た
特
別
仕
様

で
、
今
回
の
運
行
で
は
大
多
喜
駅
・
上
総
中
野
駅
間
を
一

2024.08.23 Vol.52 学校法人芝浦工業大学 入試・広報連携推進部 企画広報課
〒135-8548 東京都江東区豊洲3-7-5  TEL : 03-5859-7070  E-mail: koho@ow.shibaura-it.ac.jp

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校

往
復
し
ま
し
た
。
芝
柏
鉄
研
ロ
ゴ
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
は
い

す
み
鉄
道
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、「
車

両
基
地
で
こ
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
付
け
ら
れ
た
車
両
を
見

た
時
は
全
員
大
興
奮
で
し
た
」（
江
刺
家
翔
喜
さ
ん
・
高

校
１
年
生
）
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
他
に
も
「
今
回
の
た

め
だ
け
の
乗
車
券
が
印
象
的
で

し
た
」（
中
尾
凌
さ
ん
・
高
校

１
年
生
）、「
車
内
で
食
べ
た
お

弁
当
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
」（
進
士
颯
亮
さ
ん
・
中

学
３
年
生
）
な
ど
、
鉄
道
好
き

な
部
員
に
と
っ
て
思
い
出
深
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

芝
柏
鉄
研
、い
す
み
鉄
道
で
貸
し
切
り
列
車
を
運
行

文
部
科
学
省
よ
り
、
2
0
2
4
年
度
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
基
礎
枠
【
開
発
型
・
実
践
型
】）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
Ⅰ
期
（
2
0
0
4-

2
0
0
8
）、
第

Ⅱ
期
（
2
0
1
8-

2
0
2
2
）、
経
過
措
置
（
2
0
2
3
）

を
経
て
、
第
Ⅲ
期
（
2
0
2
4-

2
0
2
8
）
の
指
定
と
な

り
ま
す
。
課
題
研
究
を
軸
と
す
る
正
課
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

校
外
組
織
と
連
携
す
る
正
課
内
外
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
伸
長
を
検
証
す
る
方
法
の
開
発

と
実
践
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
世
界
に
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
理
工
系
人
材
を
中
高
大
連
携
を
通
し
て
育
成
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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